
社会科学者たちは幸福が意味することが多様であることを当然と受け止めて
きました。2つの有名な幸福のパラドクスについて考えてみても、幸福概念
が実生活にとってはさほど重要ではないことが見えてきます。 国連作成の世
界幸福度ランキング2019で第一位のフィンランドから来日したヘルシンキ
大学Timo Airaksinen教授（本学客員研究員）が幸福を哲学的に語ります。

東京工業大学
リベラルアーツ研究教育院
公開講演会
幸福とそのパラドックス：哲学的かつ心理学的説明

Happiness and Its Paradoxes:
A Philosophical and Psychological Account

日時 : 2019年４月１８日（木） 18時～19時15分
場所 : 東京工業大学大岡山キャンパス西9号館6階607室
対象：本学学生、教職員、一般
参加費：無料 予約：不要
備考 : 講演は英語です。通訳はございません。
問い合わせ：shirabe.m.aa-2019timolecture@ml.m.titech.ac.jp
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